　様式１
　一般財団法人日本デジタル道路地図協会　行　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　社名　　　　　　　　　　　　　　　　印　
（※押印省略可）
[bookmark: _Hlk216166905]デジタル道路地図データベース提供申込書
　　　　データベースの提供を次の通り申し込みます。（必要項目に☑を入れて下さい。）
	
	記　　入　　欄

	申込み地域
	· 全国版
· 地域版（ブロック、都道府県、市町村名、地域を記載）
［地域名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

	新規/継続
	· 新規　　　□　継続

	DB内容
	　　　　　　　　　　年　　　　月版　

	DB種類

	□A版：全国デジタル道路地図データベース標準（日本測地系）
内容　　　□　その1　[*1]
□　その2　[*2]
□　その3　[*3]
　　　　　　※その2、その3を申し込まれた場合は、その1も3月版になります。[*4]

　　文字　　　□　Shift-JIS　[*5] ※Shift-JISのみ標高データが含まれます。
　　コード　　□　EBCDIC　[*6]

□  検索ツール（ビューワ）[*7]

□Shape版：DRMシェープファイル（世界測地系）

※DRM標準フォーマット21（B版）[*8]ご希望の方は、その他連絡事項に記載ください。


	担当者氏名
（データ送付先）

	
〔部　署〕
〔役　職〕
〔氏　名〕
〔住　所〕〒

〔電　話〕
〔メール〕
〔希望日〕

	送付方法
	　□大容量データ転送システムによる送付　　□CD又はDVDによる郵送

	使用目的
	

	その他連絡事項
	（例：DRM標準フォーマット21：令和7年6月版（日本測地系））など

	＊お差支えなければアンケートにお答えください
	DRM-DBをどこでお知りになりましたか？ 
□過去に利用経験がある　　　　　　　
□DRMホームページ                 □機関紙『デジタル道路地図』
□国土交通データプラットフォーム　　
□同一組織の利用者の紹介　　　　　　□説明会・研修会での紹介
□委託先・発注元の紹介
□その他（　　　　　　　　　　　　　）


※紹介者の組織名、企業名等の記載が可能であればご記入願います。

―――――――――――――――以降　提出不要――――――――――――――――――

デジタル道路地図データベース提供申込書記入上の注意点

＊1. ：その1（道路ネットワーク）
２次メッシュ単位ファイルの基本的なデータで、基本道路及び全道路のネットワークを構成するノード及びリンクのデータと背景データ（水系・行政界・鉄道・施設等の位置及び形状、地名表示位置等）を収容しています。

＊2. ：その2（道路管理関係属性）
２次メッシュ単位ファイルの基本道路に関する道路管理関係データで道路交通センサスや距離標位置のデータを収容しています。

＊3. ：その3（路線データ）
都道府県単位ファイルの基本道路に関する道路管理関係データで、路線ごとの起終点位置や都道府県内の道路延長等を収容しています。

標高データ：基本道路（ノード、補完点）の標高値、細道路（ノード、補完点）の標高値を収録しています。（6、9月版の標高データは、各月のデータ作成後概ね1か月後の提供になります。）

＊4. ：原則3月版になりますが、その1（道路ネットワーク）のみ6月版、9月版の提供も可能です。

＊5. ：Shift-JIS（シフトジス）形式：(拡張子TXT)現在一般的な日本語文字コードです。　
　　　DRM-DBをパソコンでご使用になる場合は、こちらの文字コードを選択してください。
　　　なお、Shift-JIS形式のお申込みの場合は、標高データもセットでの提供になります。
　　　（テキスト表示で人間が読み取り可能な文字列になります。）

＊6. ：EBCDIC（エビシディック）形式：（拡張子MT）IBM社による文字コードです。　
　　　DRM-DBを汎用コンピュータ等でご使用になる場合は、こちらの文字コードを選択してください。
　　　（テキスト表示では意味不明な文字列になります。）

＊7. ：検索ツール（ビューワ）とは、デジタル道路地図データベース（DRM-DB）のほぼ全項目をパソコン上で表示・検索することができる地図ソフトです。

＊8. ：DRM標準フォーマット21（B版）は2003年に制定されたDRMの標準フォーマット形式で、日本測地系と世界測地系の選択が可能です。
A版（現標準）がテキストで記述されていることに対し、バイナリで記述されており、サイズがコンパクトです。地図を利用するシステムにおいて実行形式として使うことも考慮した形式です。
また、未知の属性情報に対する拡張が出来るような仕組みになっています。またISO/TC204/WG3で検討されているGDFの生成が容易です。データの内容は現標準の「その１」と同じです。


以上
